
☆神戸市唯一の道の駅「淡河」（おうご）をご紹介します！！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

民主党神戸市会議員団 川原田弘子ニュース 

ひろこだよりＶＯＬ．３ 

～その鍵は、農業にありませんか？～ 
シリーズ～環境と経済が両立できる社会を目指そう 

原油価格の上昇で、ガソリンはもちろ
ん、食料品までもが値上がりしていま
す。一方、日本の食糧自給率は４０％
を切るまでに！！環境を考え、食料を
考える鍵は、農業を産業として発展さ
せること。農業国日本の復活で、資源
循環型社会の第一歩を踏み出そう！ 

民主党議員団の県会・市会の政策協議会において、「環境部会」が立ち上げられました。地
球温暖化、循環型社会に向けた取り組みを、地域のレベルで調査・検討し、政策提言と同時に
市民に発信していこうというもの。私、川原田が副部会長を拝命し、「環境と経済が両立する
社会の実現」を目指して、より一層がんばって取り組んでいきたいと思っています。 
関連して、第３回市会での産業振興局への質問内容などをご紹介します。 

Ａ：中央市場の中に、保健福祉局の食品衛生検査所が
あり指導を行うとともに、毎日、残留農薬検査を含む
食品の抜き取り検査を行っている。輸入品は、輸入時
に国の検疫所で抜き取り検査が行われ、残留農薬等の
検査に加え、鉛・水銀・カドミウム・ヒ素などの重金
属の検査も実施される。違反時には、水際で廃棄・積
戻し処分が行われるため、市の検査で違反が少ない。 

「道の駅 淡河」 

お隣は有名な

｢豊助饅頭｣ 
道の駅「淡河」で買って

きました。右は青汁で有
名になったケール。 

道の駅「淡河」は、国道４２８号線を箕
谷から吉川へと北上する途中、県道
３８号線との交差点にあります。垂水
からドライブを楽しむなら、布施畑～
木見東右折～六甲国際ＧＣ横～坂本
左折～つくはら湖横～御坂東右折の
コースがお奨めです。 

○開館時間 １０：００～１７：００ 
○水曜日定休（レストランは無休） 
○レストランの１０割そばは、地元、
淡河産のそば粉１００％使用。 

地元産のハム（北区「山垣畜産」）、地元の
農家の皆さんで作っているお味噌（「北神
みそ」）、黒豆の納豆（「勝雄の小粒黒豆納
豆」）。また、淡河地区は、神戸市内でも有
数の米作りの盛んな地域です。淡河産の 
      お米「キヌヒカリ」の他、古代米や 
      もち米などが売られています。 
      他には、トルコキキョウや鉄砲 

ユリ、チューリップなどの花作り 
も盛んです。 

垂水から４０分 

Q：残留農薬や重金属の検査について 

中国産野菜の安全性が問題となって消費量が減ったと聞
きますが、残留農薬の検査や、特に輸入品についての重
金属の検査等の状況は？また、市の検査結果の違反例を
みると、逆に輸入品が少ないのはなぜ？ 

昨年５月に、農薬と農産物に関して、農薬の残留基準が定
められ、ポジティブリストと呼ばれて管理されています。昨
年春から、農薬を使った量や期間を生産者が記録して管
理するこうべ版ＧＡＰが始まりました。状況は？ 

Ａ：「こうべ旬菜」づくりの実績を活かして生産者がル
ール作りをまとめ、「こうべ版ＧＡＰ」とし、西区伊川
谷町の野菜生産者グループが策定したＧＡＰを第１号
として認証した。こうした取り組みを後押しし、農薬
を使わない新しい技術を支援する、「環境負荷低減技術
導入チャレンジ事業」を行っており、伊川谷のグルー
プが蒸気で土を消毒する機械を導入する予定。 

Q：環境農業規範（ＧＡＰ）について 

GAP については、後
で解説しています 




